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I. はじめに

わが国は、今、人類が未だ経験したことのない高齢社

会を迎えている。しかも、高齢化とともに少子化も、世

界で例をみない深刻な状況にある。政府は、いわゆる団

塊の軌代が、いわゆる後期高齢者75 歳に達する 2025 年対

策を丁夫しているが、実際には礼会の変化に追いついて

いない感もある。

わが日の高齢化は、その後も上昇を続け、 2060 年頃に

は高齢化率39.9% に達し、同民2.5 人に一人は65 歳以上と

いう超高齢札会にいたると予測される。高齢者が増える

ことは、単に病者が増えることだけではなく、いわゆる

ADL (Activities of Daily Living) の低下した人口が増

えることを意味する。 2025 年には、現役l仕代 4 人が一人

の後期高齢者をささえねばならないとされるが、現在同

様の少子化傾向であれば、 2060 年頃には、現役冊代1.3

人が一人の後期高齢者を支えねばならない事態が生じる

ことになる I) 。

現在、さし胄たっての2025 年問題の対策として進めら

れているのが地域包括ケアシステムである。これは、

① 団塊の肌代が75 歳以上となる 2025 年を目途に、重度

な要介護状態となっても住み慣れた地域で、自分らし

い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、

仕まい・医療・介設・予防• 生活支援が一体的に提供

されるシステムを構築する、

② 認知症高齢者の生活を地域で支えるシステムを構築

する、

③ 高齢化の進展状況には地域差が牛じるため、保険者
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である巾町村や都道府県が、地域の自主性や上体性に

悲づき、地域の特性を作り卜け望ハ包括的なシステム

といえる 2) 。

また、 2014 年 6 月18 日には、地域における医療及び介

設の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に

関する法律案（以下、医療介護総合確保拙進法）を参議

院本会議で可決した 3)0

これら、政府が地域全体で医療や介護に取り組む方法

が模索されている中、公益財団法人日本財団（以下、 R

本財団）は、公益財団法人笹川記念保健協力財団（以下、

征川財団）とともに、石護師を中心とする新たな地域の

保健医療の拠点となりうる「日本財団在宅看護センターJ
を起業し、連営する石護師の育成事業を開始した。骨子

はこれからの日本の地域社会の健康を支える鍵は、キュ

ア (cure 治療）よりケア (care 看護・ 介護）に力を発

揮できる看設師による、多職間協調を基本とする体制と

の考えである□

本調査は、勝原ら 5) が「起業看護師の育成に関する

研究」で、一般看護師とスペシャリスト（専門看護師・

認定看護師・認定看護管理者）を対象に起業についての

質問紙調在をした結果を踏まえ、研修生自らの意思を確

認する意味と、以後の研修内容の充実への提言をも意図

して行った。

看設師の起業を目指した「日本財団在宅看護センター」

育成事業の 1期生に 17 名が決定し、 14 名が仕事を退職し

て受講中した。起業コースの研修は多々あるが、勝原の

研究同様、個人がこのコースを選択した意思や受講後の

、意識の変化には、それぞれ意味があり、それを明らかに

する事が、次年度以降のカリキュラム構成や講師選定等



に役立つと名える。そこで、受講生 6 名が、研修の責任

昔である箭川財団叫'c『長とも、紐見交挽 OJ

り組んだ。

研修内容

日本財団在宅看護センター起業家育成事業は、間発途

日叶のプライマリー。ヘルスケア分野での活動と、わが

日ての大学看護教育経恢から、高齢化と過陳化の並存す

る日本と地域保飩のあり方と検討してさた笹川財団判事

長の原案を基に具体化され、本研修事業は、前後期各

2 ヵ月の講義と 3 ヵ月の実宵を含む全 8 ヵ月の集中強化

研修であり、向財団は、研修修了牛の可及的速やかな間

染と、数年後の地域での l洲修を加え、 5年以内に、全い1

に約200 ヵ所の「日本財団在宅看設センター」網を弘り

巡らし、地域保健医療の充実を図りたいとの構想をもっ

ている。

II . 研究目的

地域を拠点とする 11 本財団在宅石設センター」の間

設と普及 0) ため、その趣旨を岬解し受講を決めた受講生

の意思決定と受溝後の意識を明らかにする。

［用語の定義】

認息とは：物事を成し遂げようとする志

怠誡とは：認識する心の動き

皿研究方法

木研究デザインは質t'I 勺内容分析の『法を用いた。

L. 調査対象

2014 年度「日本財団在宅看護センター」起業家育成

事業の受講生17 名とした。

2. 調査方法

1) 調査票

仙修の責任者てある征川財団理事長と研究メンバーで

ある受請生 6 名が、受講前の面接内容をベースに調在票

を作成したC 調在票には、受講小の属性、研修参加動機、

在宅看護や起業を目指した時期について記載し、前期

2 ヶ月の溝義終「後に調府票と回収用封筒を配布し、回

収時は封をしてもらい回収袋に人れてもらった。

2) グループインタビュー

グループインタビュー内容：①起;f に対する不安、

起業のカリキュラム（講義）について、③17 名お圧いの
旦
尽ノ芦

インタビュー内容は事前に同虹を得て、 IC レコーダー

に録音した。研究メンバー 6 名はインタヒュアーの役割

て勁き、 11 名の受講牛を 1つのグループとして実施した，

研修0) 限られた時間内でインタビューを行うため、神戸

への宿泊研修時に会議咽をレンタルし実施した。

3. 調和l、i期

1) クループインタビュー

2014 年 7 月14 日、約80 分

2) 調査票

2014 り 9 n ~

4, データ分析方法

1) グループインタビュー

分析方法は、受講生にグループインタビューした音声

データを逐間録に起こし、繰り返し読み怠味内容の類似

性によって分類し、カテゴリー化を行った。カテゴリー

化した内容のリストを作成し、姐似性に着日して分類し

た。分析は研究メンバー間で合意を得るまで繰り返し、

仙頼性・ 妥当性を確認した。

2) 調杏門

単純り鳳を実施した。

w. 倫理上の配慮

受溝生に対して、研究の趣旨、匿名性の保持、参加の

自由、途中辞退の保仰などを口頭で説明し、署名にて研

究参加の詞意を得た。

V. 結果

1. 調在票

受講生17 名中研究協力者は16 名、回答率94.1% であっ

た。対象とな・:)た受講生の概要を表 1 に示した，

研究協力打である受講牛1(j 名中、 11 名（約70'X,) はfW

間看護の経験かあった。看護帥経験年数の平均は21.3 年、

訪間看護経験年数の平均は5.7 年、在宅石護を意図した

時期は看護師になって 12.5 年目、平均年齢は37.4 歳であっ

た。さらに、起梁を意図した時間は看護師になって 18.1

年目、平均年齢は43.7 歳で、研修受講は在宅看設を紐図

した時期から約 6 年経過していた。表 1 に記載していな

いか、すでに起業している受講生か男性 1 名、女性 1 名

いた。

受講を決めた意志決定である研修参加動機、研修参加

への支障、受講狸由を以下に示した。

研修参加のぎっかけを表 2 - 1 に不した。 14 名が紹介、

もしくはちらしを見て受謡を決めていた。

研修参加への支障を表 2 - 2 にポした。支いの内容に

は、退職・ 金銭面・家放・転居等かあげられていた。

受晶理由を表 2 - 3 と2 - 4 に示した。受講理由には、

看護gjji の自律・ 自立や起業が多かった。受溝理由の自由

記載には、仝職場の力針と白己の石護の違い・研修内容

に関するもの・ライフワーク・経済的支援等があけられ

ていた。
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く特性＞

性扮lj

居住地と起業地

表 1 受講生の属性

くカテゴリー＞

男性

女性

変更あり

く人数＞（％）

2人 (12. 5) 

14)¥. (87. 5) 

7人 (43. 8) 

N=16 

（県・区・市の変更） 変更なし 9 人 (56. 2) 

看護師経験年数 ~ 21. 3年

く在宅看護や起業を目指した時 ＜年数・年齢＞ ＜平均＞

期・年齢＞

起業を目指した時期

年齢

~

~

18. 1年目

43. 7歳

表 2-1 研修参加のきっかけ

表 2-2 研修参加への支障

退職すること ・仕事を辞めること。

・職場から退職を認めてもらうまでに時間を要した。

・退職できなかった。急だったため自分の次のポストが人材不足で迷惑をかけた。

•

をどうするかの間題を生じ、職場に迷惑をかけた。

金銭面のこと • 入

供の養育費など経済的なことが支障3

・年齢・経験・収入がなくなること。起業が早まることで資金の準備不足。

• 入 い

•

家族のこと •

•

•

直云居すること ・研修地が東京なので転居することになった。

その他 ・現継続中の事業のこと。

・現廂妙易での責任者がいなくなることによる混乱が起きるのではないかとの危惧
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表 2-3 受講理由（複数回答）

看護師の自 講義・実習 各種支援制 吐会のニー 在宅看謹の 身近な人の 航職場の方 前職場の収

律・自立や プログラム 度 ズ 実施 看護や看取 針と自己の 入や立場

起業 り体験 看護観の違 （職位）に

し、 不満

1 3 ， 7 6 2 6 7 2 

表 2-4 受講理由（自由記載）

前職場の方針と自己の ・看護に対する自分の考えや思いと職場の理念に少しずつズレが生じてきた。

看護観の違い ・決められた枠の中で、良い看護をと思っても勝手な動きと制限された。

• 自分の考えている捉え方が正しい方向に向いているか確認したかった。

• い

等、看詢に対する当たり航の姿勢に差がありすぎた。利用者に「質をそろえてくれ」

と言われたことがきっかけ。看護の教育は看護師しかできない。上司が医師では、

待遇上主体性のないだまる看護師が重用される。

研修内容 ・経営学など独学でと考えていたが、この研修内容が一通りの必要なことを学べる

機会だと息った。

• 講師陣への信頼

ライフワーク ・定年後の仕事のこと、自分の生き方のことを考えて。

経済的支援 ・研修期間中の生活費や交通費、起業するにあたって経済的支援があるので、この

間無収入でもやれると思った。

在宅看護を目指した理由を表 3 に示した。在宅看設を

目指した則由には、医療中心の病院看護への疑間や葛藤・

家族の在宅看取り経験・tE 宅看設の必変性と魅）Jを実感・

目指す起業形態の実現・ワークライフバランスに適した

• 多死社会を迎えるにあたり在宅看護の担う役

• 在宅看護の支援等があげられていた。

財団の研修を選んだ理由を表 4 に示した

2. グループインタビュー

受講を決めだ受講生の意思決定と受講後の意識を以下

に示す。 1) 起業に対する不安、 2) 講義に対する意見、 3)

17 名お互いの影響について、カテゴリーを【 】、受講

生の語りを「斜字J でホした。

1) 起業に対する不安

【起業資金確保の不安】、【経営者としての重貞】、［み

えないものに対する恐怖】、【地域連携への不安】の 4 つ

のカテゴリーが抽出された。

【起梁資金確保の小安】には、人件費・事業間拓資金・

助成金の確保への小安があった。

人件費に関しては、「方食のそのことを心配なのは、

やっぱり一緒に厠いてくれる、一縮にやっていきたいと

思ってくれる人たちの、その人佑を乃勺負わなきゃいけな

いのかなっていうところが一番のプレッシャー。今支で

は雌かに雇われて、頼っていたところをH分が仝絨請け

負っていかないといけないっていうことが番小妥J、

「什房が入ってくる支でに、ぷ令が掠つのかなという。

だからまあ、什りがコンスタン lに入ってくるのがいつ

なのかなって言うのがちょっとあるので。お命がそこ丈

で、人作晋が拮つのかなっていうのが一悉のあれですねJ

と、事業をしていくには人件費が大きなウエイトを占め

ると考えていた。

事業開拓資金に関しては、 9人とお命と、それからる

のの甜分。 fiif をどのくらいそろえたらいいのだろうとい

うようなところがあるんですけど・・・J、「界業冴るってい

るんですけれどふ沢にプラスアルファする府にどう

いったかたちがいいのかなっていうのが、だいぶ壼誌丈

りつつあるんですげれどる、それによって今る人H がど

んどん入ってきてるんですよね。だから、旱く進めてい

くことが必要なんだと忍うんだけど、やっぱりマホーか

な。お盆ですよね」のように、自己資金と運転資金をど

のようにしたら良いのか見当がつかないでいた。

助成金に関しては、「H分の枯っているお盆だげでっ
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表 3 在宅看護を目指した理由
-・- --

医寮中心の病院看謹へ • 療 ま 療 療

の疑問や葛籐 が安心して療養できる環境はない。

• 病棟では医師の指示、沿療の介助のみにおわれ、患者さんに寄り添う時間がなく

ジレンマがあった

・病院でどうしても医療が主体の看取りや終末期ケアのあり方に疑間を持ち、本来

の自然な看取りができるのは、やはり家ではないかと考えたため。病院でどうして

も医療が主体の看取りや終末期ケアのあり方に疑問を持ち、本来の自然な看取りが

てきるのは、やはり家ではないかと考えたため。

家族の在宅看取り経験 ・近い親戚が末期かんで半年という余命を伝えられ、自宅で遜ごすことを選択した。

亡くなった時の様子は、今まで病院て看取った患者さんとは全く違い、自宅という

選択肢があるのだと知った。将来、私も在宅を支えるナースになりたいと思ってい

たが、昨年、祖母を自宅で看取りその思いか強くなった。

在宅看護の必要性と魅 • 入 ま

力を実感 ったので、在宅看護を目の当たりにしカルチャーショックを受けた。生活の大切さ、

その人らしさをそこで感じた。それ以降在宅看護の道を選択した。

・患者さんの望む過ごし方かできる場所は自宅なんだなということを実感したか

ら。自宅で看護が必要な人の為に働きたいと思ったから。

目指す起業形態の実現 ・ホームホスヒスを起業したいと考えた。県内にこれを成功させているロールモデ

ルかあり見学に朽き「これだ！」と思えた。病気のために不安で夜も恐い人たちの

そばにいつも寄り添える環境で穏やかに「いい人生だった」と最期は思って旅立っ

てもらいたい。私もそのように逝きたいと考えたからこの形態で起業する。

ワークライフバランス ・臨床を離れ家事と育児に専念していたが 6 年目に県看調協会が訪間看護養成講座

（以下 WLB と略す）に適 を始めたため受請した。子育て中の自分にとって ¥VLB に適していた為受講後そのま

した在宅看護 ま訪看立ち上げに入った。

多死社会を迎えるにあ • い 仕 い

たり在宅看護の担う役 る際、看取りからお墓までみていく必要を感じた。独居高齢者、家族関係の希薄か

割 らも心身が弱った状態では看護師の力、役割が必要になってくると感じたため。

在宅看護の支援 • 入 い

ったり、受けて頂けるステーションの負担や疲弊している現状もかいま見れたた

め、在宅連携に関する問題を感じていた。

ていうのをすごく莫大なお盆かかるかっていうの難しい

と思うのね。尉閲からの、助脱盆っていうのがあてにし

ている靡¢分があると思うんだけど、実際に l1J るのかどう

かというが変はないですか」、「ただのものはど怖いもの

ないし、株式不動廂に投資するわけはないですよ。やっ

ぱりした分、寄付はこんだけというふうな、はっきり明

確に言えば、ああ、そうなんだということで、なんです

けどね。そこをたぶんみんな曖昧のところで」と、助成

についての捉え方が個々に異なっていた。

うちのり分の一人だげしか、はっきりして支せんので。

そこのところがすごく心配」、「人がそれだけいい人が釆

てくれれば、ケアが受け人れられて、倣直に乗るんで

しょうけれとも、そこが州はいり、州はいりでしたら続

かないから、人のところ。人か定芥するためには、學襄

所内のハー Fの面、ソフいの扉えーと、環境整脩して

いかなきゃいけないので、卒当に全体的にイ、＾妥がある」

と、理想の人材を確保し継続性を維持できるかを考えて

いた。

【経管者としての重責】には、経営者として事業展開

• 開業場所への不安があった。

人材屈用に関しては、「人H が策丈るかっていうこと

です。殷りあえず、謗闘看没ステーションというのは25

人いるわげだし、突際のところ、今蜆在、その25 人の
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開業場所に関しては、 9楊所の閥題です。邪内という、

すごく炭られた勉妓の巾で、勉方だとね、そういう空き

象があるとかっていうのあり丈すげど、茄内だとそこは

なかなか難しいところなので、そういう楊所の崩保がで

きるかどうか不妥J、9訪間看護ステーションを雇われで

やっていたので、どこに間こうかなっていう湯冴の、と



表 4 財団の研修を選んだ理由

'{『外ビ在宅看護や地 J成八長やしたいと考え；K い、作Iいら何を勉強し聾偏J ;/ L: ト良いかわからかい':-_'!)し、

~

・ひととお：／）起業・経営に必要なことを学へるビックチャンス）ビど忍ったから。他の経鶯学では医療のことを

含めた肉容のものは無かったから。

・カリキュフムが専門職大学院に近いものかあると感じた。ここ主で、講義が充実しているこど。

• □ ,:, い ~

fーいと思っていた。 似¥,': 心がら、自分に丁足 l C いる知識の勉弥Id 茫i-; てざたが、系統立てて’了しKi:・ い

と思っていた。講義概要の学習事珀左見て、まさに自分が学びたい内容だと思った

• い い

•

．迂戸トコーディネートカ 川政など本物の力しい予ふため。

• 溝師の先生型がそ0) 直oJ I・・"・,・ ま • 2 度戸ぎくチャンスは八：し、と思」た。

・事業計画(7) 作成まで研修期間中に行うことになっていたのて起業について具体的に考え実行できるのではな

いかと考えたから。

・起業前の準淵期間として 8 ヶ月とれる（心の準備期間）。

• 起菜したいと思いながら何ハら始めたらいし＼いわから心いでいた時に i在じ石冗センター起業家育成屯桑J

~ い ま

・活躍できる場所づくりとして日本財団が考える在宅看護センター（溝想との方向由が合致していると考え

たため。

• 設 い

・「石護師が社会を変える一、しいうキャッチコしー：・;, 且かれた。

I . IJ 4譴団のマークか7いた阜両に乗って訪間音設に紅五しておりまし，＇ 療•

されている財団てあると認識していたし、起業した時に私it は何も実績が無いので、日本財団の研修を受けた

というごとが自らの誇りになり、周囲の人から信頼を得る恨拠になると思いました。

• 日本財団という大きな組織への信用もあっtこ

• 以詞いら日本財団い在宅ホフ I: ス゚研修などに閏心｛斗寺つていました。 IJ 犀見を辞いて何の肩書きもない自分に

とバご後援に大きな財l』 ;いは自分のやりたいこ）＇口恥遣るのでは心しいと考えたため。c:::: つき金践面への不安も大ぎかったか生活費の助成制度もあったから。

・研修の受講費用か払える範囲内であり、研修終了後に補助制度かあったから。

ころさ、 ちょっと決めれないでいるっていうこと」と迷

いかみられていた。

【みえないものに対する恐怖l には、事業の方向性と

構想のずれという不安があった。

事業の方向性に関しては、「経営のこととか、マポジ

メントのこととか、懃強すればするぽど灯分の知識の細

ぎかどんどん朋るみ；こ心ってきて、こんだげでいけるん

かなっていう洸俯が妃（）るかなっていう不安がすごいあ

る」、「最初から考えている庁空写真をいかにどのように

其体的にやっていけるの炒っていう内容が合く実践がな

いので、見えてないので、そこのところをどう固めてい

くか、いけるのかっていうのがとってら不安。狩に妥す

は形の内容を濃くすることがどうすれはいし lのかがとて

も小及吐と漠然とした捉えどころのなさから不安を感じ

ていた。

構想のずれに関しては、 r-- 祈やりたいと思って、今

屈起業へ導別したかのと、実は私、今妥で予防的般点と

かってあん妥り勉強らしてなかった0 今屈財屈の埋念と

しては、その予肋のところからっていうところで、なん

か少し況況しているげ分がいて」、「やっばりスタートで

イメージl てだがりと、謡を朋いていく中でち I っとイ

メージして見えていくる(/)が、少しずつなんか／］分が

恩っていだところかあるか心ってそれがこう、見 え な

い で や り た い こ と に 対 し て 、 旦 分 に と っ て 那 分 が いい信

叛だげで、これはできるからって思ってたのが、そうじゃ

ない舷分もあるというの訊付てきているというのは、 n
分の中でへそれは勝手なけ分⑰以い込みだけか§ しれん

ですけと、そこガゞちょっとあっだりして不妥J と」見にと

理想のキャップの中で試行錯誤がみられた。
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表 5 グループインタビューの結果

インタビューのテーマ カテゴリー サプカテゴリー コード
~^ -- - -- ---

起業に対する不安 起業資金確保の不安 開業準佃・運転賓金・助成金の確保に対する不安 事業展開していくには人件費か大きなウエイトを占

める

自己資金と運転資金をどうしたらよいのか見当がつ

かない

助成金についても捉え方が個々に異なる

経営者としての重責 経営者としての事業展開における人材・醒業場所・時期への不安 事業展開していく準備と負うべき責任への不安

如何に理想の人材を確保し、継続性を維持できるか、

環境も整っていなくてはならない

スタッフのモチベーションを維持するには、自分自身

I 
が経営者として確立されなくてはならない

,- ...'. 

I 見えないものに対す 設立までの理想と現実のギャップの具体的なイメージヘの不安 漠然とした捉えどころのないものへの不安

る恐I布 起業するまでの過程での試行錯誤

地域連携への不安 日本財団在宅看護センターの地域での認知に対する不安 プロシェクトを継続するためには地域に認められ、根

付いていくことが必要てあるが、その力法がわからな

し＼

起業のカリキュラム 満足な講義 刺激的な講義構成で起業に即した講義内容 アトランダムな講義構成は刺激的で飽きがこなくて

（講義）について 面白い

何をしたら良いかという不安が消えていき、安心して

いける講義構成になっている

起業を目指す看護師へのメッセージを込めた講義内

容である

講義企画者への感謝 鉾々たる講師陣と講義準備を頂けたことに感謝 理事長の人徳で凄い講師陣のラインナップに感謝

小人数に鈴々たる講師陣から直接学べる貴重な機会

本研修を企画・運営してくださる財回スタッフの苦労

と配慮

I 学習意欲の高まり さらなる深化や学習意欲の高まり 研修に参加し学習意欲が高まった

講義内容をリンクさせ、さらに学びを深めたい

講義の全体像が見え 全体がわかるシラハスやスケジュール調整を希望 思考の整理がしやすい講義スケジュールの調整を希

ない不安 亡芋月

講義や実習の全体像が把握できるシラバスや要綱を

希望

講義内容や時間配分に関する意見

後期の講義への要望 事業計画や起業の実践に必要な講義や討議の時間を希望 事業計画や実践に活かせる講義

実際に必要な起業準備方法の講義が必要

研修生でディスカソションや自発的活動かでぎる時

間がほしい
-- , - ー

17 名お互いの影覗 刺激し合える仲間 お互いの影響・剌激・ 個性がプラスになっている面 凄い刺激になっており、影響を受けている

それぞれの色が面白い

ディスカッションが楽しい

指摘を受け自分を見つめ直す機会になっている

I 他県の事情や地域性を知ることで視野が広がる

距離を置く仲間関係 お互いの影菩がマイナスになっている面 経験の違いからくるストレス

影響がありすぎて疲れる

仲間に対して距離を置く

起業への決意 お互いに補完し合い良いものを作りあげ起業したい 同じ志を持っている仲間

起業を達成したい

起業への決意

他者の経験されてきたことや特化した枝術を吸収し

活用したい

不安を解消する秘訣 新しいことへのチャレンジヘの不安を乗り切り支え合う 不安も表出できる仲間である

新しいことに対する不安を共有理解し、アドバイスし

てくれる先駆者の仲間の影孵

安心できる財団のサ 日本財団の研修を受けられていることが誇りであり精神的支柱（安 単なる起業研修とは遵う

ポート体制 心） 看護と起業のコラボレーション

財団が後ろ盾
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【地域連机への不安】に杖lして 1よ、在宅所護センター

か地域・ r旧町村・ケアマネジャー・ I;;; 訓リ会・看護師に':

け入れられるかという不安があった、. i地屈の人たちに

払り仕宅看護センターか受け入れてし）ん丈げるだろうか

どちら炉というと、在宅よりは約院志府な方が多い庖域

なので、私が考えてるのは、やっぱり在宅で哀放が方体

しご屈ていただける［ぅヽ綬助を孝えているので、衣笠ご

そ力を地城に分か＇）てららえるアピールをらっとしてし 1

J だい」、「起栗プラン乙二より請めてい（上でその考えク

がないというか、そこを記めれるんかなっていう、そこ

にやっにお盆州してもらっだりとか、 1/f/l!J, 利だっだりと

かから州してるらっとりとか、そこに人が｀、食い対いて

くれるような、つくれるかなっていうが笈はすご（あり

支す」、「訪閥看認てい，）たときに、ヘルパーとどこか遼

うねんっこ必ずこう祐較されるんですよ、この：つは

ね。」、「医脳芸の先生はややこしいですよ。医肋玲は勲

It ないです。動かない 医励念は医f,f!J 全の』看があ名

のでC 」、「看護加か向かできるのかってし l うことさえか

ぐぶふ看護締ら紺lf/J さぎないし、ケアマボる分かって

ない。だって、私たちだって、呑屡顧ってfiif ができるんっ

て冒われだときに、説明できないでしょう」と、事業を

綿続するためには地城に認められ、根付いていく事が必

波であると考えていた。しかし、どのように関われはよ

いのかわからないでt ¥ tこへ

2) 起業のカリキュラム（講義）について

［満足な講義］、［講義企画者への感謝］、［学習意欲の

高まり］、【講義の全休像が見えない不安】、【後期の講j又

への要望】の 5つのカテゴリーが抽出された。

【満足な講義］に関しては、刺激的で新鮮な講義構成

に対する満足感があった。「とにかく、あの、；；倣顧障の

先生方似すごい先生たちが、るうずっとそろっていらっ

しゃるし、雌かに、 ランダムはランダふなんですけど．

どう衷られてるランダふかなって、私にとったら。そう

いう気炒ちになれるのないですし、たた、私、 らのすこ

＜恩妥れてるなって原ってて、そ九については窄せ感っ

ていうかですねすごいでしょうみたいな、 L1J 奔に生き

てるお炉げというか、すごいでしょう、こんなだよみた

いなことを、 るう汀ったりとかしてるんで。ばんと、弄

せ者なんだなって恩うんですげど」、「いろんなりがアト

ランダふに入ってくると非常に砲きか衷なくて、私は仰

(/いです」

また、講義内容が起業H 的に叩していて滴足愁か得ら

れていた。「肉容がやっばり述って、起業策を H 指して

る看護頗だからっていうメッセージがいっぱいあるん

だって思って、そういう惹味で、や→ぱりこの講晋乞

闊（高は妥た浙釘に思えてすごく、面臼かったです。やっ

ば、 ちゃんと炒象者っていうことを孝えて、充生か＃

えておられるんだなとか原って」と、起菜を H 指し集まっ

た受講生は、講義へのニースが祉1'J たされていだ

［講義企幽省への感謝】に関しては、財団の担当省が

準備した鉾々たる講師陣とその企画や連営に対して、感

謝の気持ちがあった。「如生の人葱でそんなにすごい尤

生がやってきて、 H分がそ紅なり（ごかじってぎとこどを

深く、説閲しごくれる先佑とか炉現れて、やっぱりお

令あると炉，人偉があるっこすごいことなんこなって

いうのを、認定の学校斤っていろんな人か釆たんですけ

ど、やっぱりそのラインナップが学校によって全然違う

ので、それはやっぱり尤生りぶかげたなという {l) を、四っ

て」、「これ人さやろうと且いだら、こう、すご（催し

いし、仰{f らかかることを、こ紅だげ菜中 L てや→ てい

ただけてるっていうことで、すごくありがたいし、本当

にいらっしゃる先生方る、すごい先生ばっかり釆てるの

で、ぷ当にありがたい、突 l くぎサてむらってろんです」

と、他ては受詞できない誂義内容に感謝と枷敬 0) 念を胞

いていたし：

【学習意欲の高まり】に関しては、 1月学心や学習意欲

の闘まりを感じていた。「秋これから、丈だ勉強 l たい

なって、これか、終わってる支ぐ勉強したいなゾていうふ

うに息っちャうくらいな『口、「H分の中で、こり講

応、こないだの肉容となんかリンクする版分あるなと

似ったら、そこをつなげていって、 らうちょっとここ深

めなあかんねやとか恩ったりとか、 H分で各えていける

んで、それはこ九で、支あ、 らう少し深くい）てはしい

ときかあり支すげど、ばん支やったら H分で介属しなあ

かんかったことをこんだけ教えてむらってるんで、その

ぎっかげというか、教えてららってるだけでるナ分かな

と思って妥す」と、自ら学ぶ姿勢か感じられた。

【講義の全1本像が見えない不安］に関しては、息笞の

整理がしやすい講義スケーシュルの調整をん箪してい

た。「慨論と各論と肘務と、医療6 りと介蔑るのと、あ

の整刑ざれて、いけれれば、 るうちょっと袈と思うんで

すけれとゞ。あの、すごく感勁したあとで、すごくビビっ

たり」

また、講義や実習の全休像が把握できるシラバスや要

網を希望していた。「全体像か1ヽ ＇りに分からないから、

あちこち飛ふから、あの、（タI/ えばそのお念の,;, 『はむうこ

れ終わりなのかなと思うと、なんかそり、不消化で、舷

かに庁借対照表は分かったけど、あれをH 分で事栗討閏

古の巾にああいうのをつくっていかなきゃいけないって

いうとき（ふ又鵞にどういうふうにつくっていくか支で、

なんか、そこ x'c でやってばしいな」、「実習要紺ですメーね。

そういうのかね、 らう少しね、早めに、 伊めにお知らせ
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をし lだだいだら、少しH分の今のはやってる匁汀ぢか以、

落ら石くんじゃないのか、そう想ったんですよね」

さらに、講義内容や時間配分に関する意見があった。

［面臼くないなって屈った尤生の講汲る、やっぱり当然

あって。その先生は、やっぱりメッセージがないという

か。もうただ、こういう内容、こういうことやり戻したっ

ていう。やってることは誇屑らしいんだろうけど、なん

ちゃ私だちに,Ji えかけるるのってないよな‘づて屈うとき

は、 • い

ちょ')と、そ紅は葬遥に、臼分でじゃあ、見といてっご

汀われてむいいかなって忍ったんで。ぶり肉容ど丈')だ

(/11/ しことをI/ ってはるより、講義の先佑の約精愈だりた

りとか、そういう考えをバーツとしゃべってるらうばう

ガi'ilif 臼いかなと思うし。返厠なときは、すごい差があり

丈すね」と、 8 ヶ月間の研修の全体像やその日の講義の

具体的内容が形（シラハスや要綱）として示してあると、

安心し、さらに効果的な学習ができたと考えていた。

［後期の講義への要望l に関しては、事栗叶圃や実跨

に活かせる溝チ文（事例展開）を望んでいた i賣嘉オ閏

つくってし l くのには、やはり、そのプランニングで、そ

んなかてやっぱり、収支っていうの人ll 左くちャし)If 左

いりで、 らうちょヮとその辺は、案のところ言ふらっ

と厚く、 Jfx り人れてほしいなっていうりか豆見てすよ」、

「契約を放って、 じゃあ、初屈、どういうことをするん

ですかっていうので、紗何ね、算阿でって厚って、それ

ではい、分かりましとって言って、シュミレーションし

て、全邪書いていって。そういうことが、全邪できる。

それで、 1 カガのレセプ｝をL げるところ支で、それが

ちゃんと、 1人で 6 2 人でか症例つくって、土げていくっ

てし l う．それ辺動fjc をしてあげないと実屈に衷たと占に、

たぶ／ぃ If./ ると、恩うんですよね」

また、研修什でデイスカッションや自発的活動出来る

時間が欲しいと苫えていた。「こういう If.} 『!J っ こ今LI

は4/l. 吹から 6'II.} 丈ご空いたから、ばっと人紅られたじ-¥''

ないでJか。そういうふうに、 9糾茄/Jt!/ 、全砿ぎゅーっ

てなってたから、二J/J 間ぐらい、 ちょっとフリーな峙間

が．だ戻にやくと、この脱みたいな、囚拿元靡，;『砂？に

行げだり、ちょ'.')どざあ、その B卒flt 閲介亡互忍l: ンター

の名崩どうする? とか、そういう闘閥にこういうデイズ

カッシヽ ー1 ンか、そび）私たちだけで、 で古る防間とかが、

あると、大人だし、すごいみんな飲見を厚う人たちばっ

かりだから、面臼いっていうか、そういう g茫的な蒔闘

を、ぽつん、ぽつんって」と、崩院経験のみの受講生も

おり、起業には事業に関する具休的なイメージが必要で

あると、在宅看護の経験かある受講生は考えていた。さ

らに、起業計画に関する具体的な講義や自分達を高める

ための時間の1史い方の希望が出ていた C
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3) 17 名お灯いの影翌:,

【刺激し合える仲間］、［距離を置く仲間閃係】、［起呆

への決意】、【不安を解消する秘訣】、【安心できる財団の

サポート休制］の 5 つのカテゴリーが抽出された。

い • ・

個性がプラスになっている面かあった。「経験ざれてき

だこと、吸収したいなっていうりはあるんですけど。皆

さん、それそ力り色が、いろいろ面臼くって、影響受げ

•

いろんな人かいる(/)で 0 私、 if. 鯰厚ったげどる、ばんと

に感窺的に、今笑ごfl 界をしてぎたので、Jjふみそ炉ぎ泣つ

て絞られちゃうようなしばんとに、 もう脳みそどうしよ

うという。そういう綬災とかふみんな、さらってやヮ

てるから、みんなすごいんだな、なんていうふうに思う

LI 、「いろんな人たちの経験を閾い／こりして、すごく懃

強にりなるし、すごく月分のやる匁ふ峙ち土げてららっ

てるようなところがあって。 (i 17 のなんだろう、これだ

け、いろんなところから、いろんな他方から免史ってき

てるんで、 g っといろんな人の話を閉きたいなど恩って

妥す」と、地域も経験も様々な受講生が集まり、仙仙観

や個性をプラスに捉え吸収し自己を高めたいと思ってい

た。

【距離を置く仲間関係l に関しては、お互いの彩評か

マイナスになっている面があった。「らう、たくさん影

響されるところがあり過ぎて、これる支た、なんか疲れ

る原因の一つかなと」、「私ふばんとにらう、いろんな

経験されな方の槃妥りで、臼分がここにいていいのかな、

なんて思うことかときどきあるんですけれどら」、「fJ

的、屈じだからこそ、ぶつかるんだげどる、そこのとこ

ろだけ、すごい；しをfJ げてるかなっていう。やは‘し心と

恩ったら、/ff, 塵を糾く丈うには、していぎたいなとは以っ

ている J と、経騒や価仙観の違いから疲労やストレスを

生じたり、引け I」や地慮を感じる状況があった。また、

摩擦や衝突、巻き込まれることへの懸念があり、仲間に

対して距離樅く 1月係性か存在していた。

［起粟への決紅］に関しては、お互いに補完し合い、

良いものを作り!・. げ起菜したいと考えていた。「ff さん

からいただし）てるらび入だくざんあるので、私でJ: It れ

ば、力になれることは、なりたいと思うし、ぶ互いにそ

うやって、渤完し合ってやっていかれたら、いいるのが

レごきるんじゃないかなと原ったんです」、「屈じね、志を

捗ってるじゃない、起業したいっていう、その災丈りっ

ていういりは、胞ぎないですよ点だから、みんながこ

う羞汀J でわーっと盛り上がる、そのエ芥ルギーってのは、

おりいに靭激を受ける、策しい。 nfl でるそうなんだけど、

やっぱり、社戚 l ぐいなとし l う」と、第一期生としてお



互いが助け合しヽ、起菜という H 的を達成しだし、 また、

そのようなi叫刷でありにい続けたいと考えていた。

【不安を解消する秘訣】に閃しては、新しいことへの

チャレンジヘの不安を乗り越え、文え合う気持ちがみら

れていた。「始史る蒻は本当に想倣がつかなくて、どう

いうメンバーが秦丈るんだろうとか、私でにいいんだろ

うかとか、すこく、あり，不妥ばっかりだっぐん了すIf

れど 中略 今りところ、皆さんからし l/:_・; 空し l てる

るの、応くさんある il) 乞私でよければ、力（こな紅るこ

とは、なりたいと似うし、お万いにそうやって、怖；こし

介ってやっていかれごら、いいるのができるんじャ心し l

かなと思→ぐんさす」、［包薬するからには、小及もか恐

れとか、あん戻り表出しないばうがいい。らう本当に今

からでもいいから、ノー l に仰jJ fiif 月には、絶肘私は、

阿々，炒尚看護ステーションを立ち上げて、スタッフがこ

れだげいて、 :f!J, 柑者がこれだげいるっていうのを、 fiif. 何

る、毎B 、危B 書いてください。お願いし支す」、「やっ

い •

い

緒やから、やり］旦ぐら、そ不妥なんか、やっごら力へ

んやろうなと糾うん言J ただ、イメージ｝レーニンクっ

て、すごいしパ 史す」と、不安を表/II できる仲

間であり、糾しいことに対する不安を共有即解し、ポジ

ティブに思考を変換し乗り越えられるようにアドバイス

してくれる、先駆者の仲間の影野があった。

【安心できる財団のサポート体制】に関しては、財団

の研修を受けられていることが誇りであり、精神的支

札（安心）であると感じていた'「活費の痰貨と、 40 万

は、殷餃支でやっぐら戻ってき支すっていうグ）か‘、すご

い妥心でしだ., 介 い ~

んだっだら、だぶふ火てないと原います」、「f!i/11 /l)/;)/ 

修を受汀と(/) J: • い

起叢をくっ H げたといった。起業だったらあり［すかん。

その起栄のやつなけ、イj こうと屈ってる、週未ll) やつ、

一年閥だけで、 40 万じゃ、きかないじゃないですか。む

ちゃくちゃ貨いなって」と、単なる起業研修とは違い、

．看護と起菜かコラボレーションし、財団が受洲生の後ろ

盾になっていた そこには、これまでにな力いた看護帥

の起業家を育成するプログラムに参加でき、さらに財団

からの各種支援体制があり、安心感かあった。

VI. 考察

結果について調査票からの「受講決定の要因」とグルー

プインタビューからの「受講後の愈識」の 2 点について

考察した。

1. 受講決定の要囚

受講牛の傾向としく、賎冨な有設師経験と府宅看設の

経験者か、数年後に起業を目指していfこまた、在宅看

設の経験がない受講生も在宅看護の必要性を愁じ、イ£宅

看設の実践を H 指し起業を考えていたっ

受講決定の要因には、研修に期待する要因とそれを妨

げる裳[kl があった。研修に期待する内容として、受溝理

い • 自灯

や起業」、「講義・')こ習フロクラム」から、今、実践して

いる看護よりも制修を受けることで、自分が考える在宅

看護を実践したいと苫えていた 之講理由に「前職錫の

)j 針と自己の看設観の丑い」もみられており、自分なり

の看護観が築かれ、‘幻賎している看護との間にギャッフ

が生じていた。また、研修中に「各種支援訓度（受溝中

の交通費・牛活費）」が受けられるため、辿方から参加

している受講牛にとって、経済的な支援がある事は意志

決定に影聾していたと考える。さらに、「身近な人の看

設や看収り休験」が受講理由になっており、在宅での看

護や看取りを意識させていだ

在宅看護を目指しだ坪山には、 I医療中心の病院看設

への疑間や葛藤」、 {1' む看設の必裳性と魅力を実感」、 I家

族の在宅看取り紆験J、「多死社公を迎えるに当たり h 宅

看護が担う役割J *、イ,・ む看調の担う役割や在宅看護の

必要性を意識し、看設の内I' 卜1'14 の発揮を考えていた。こ

れは、受講の動機にもつながっていたと考える u さらに

この研修の発案者であり、財団の理事長でもある喜多医

師が日指すもの 6) と一致していたことが、受講を決め

た要因になっていた。また、高齢社会において看設師が

地域の健康を牛活と医療の両方から支えることが、社会

のニーズとも＾致する。これとは別に、石設師である

と同時に母親でもあり、子介ての時期には自分のWT ぶ

(Work Life Balanc いと打宅看設が一致していた。

受講を妨げる内容どして、受講期間は 8 ヶ月間あり凰

場の理解がなければ、今の載場を退職せざるを得ない状

況であった。そのため、受渇にあたり「退職J という I外

害がみられていた。同時に［盆銭面のこと」、「家放のこ

と」があげられていた。退載に伴い収入が得られない不

安や家族の雖解が必要であっだ之講や起業には、覚l骨

や紗藤があったと考える（

財団の研修を選んだ則由には、「起業や経営における

専門的な学習」、「財111 へのf言柏J、「支援制度」、「やりか

いJ 等がみられていた。看護における知識や技術はあっ

ても起菜については素人であり、財団から起業のための

経営知識に閃する講義や各種支援休制かあることは、受

講を決定する大きな要因であったと考える。

2. 受講後の意識

グループインタビューでは、あらかじめ 3 つのテーマ
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を捉小し実施した経緯がある。そのため、出てさた内容

がそのテーマに沿ったもので抽出された。テーマを決め

ず自由な発言で進めれば、違った結果が得られたのでは

ないかと考えている。

1) 起業に対する不安

抽出したカテゴリーのうち【起業資金確保の不安】、【経

料者としての重責】は、勝原ら 7) の起業へのイメージ

と珀似する 決庇や党悟をして受講したか、起菜に不可

欠である貴令『『保や人材確保に対する不安は、受講後も

高まりをみせていた 3 経営者として雇）廿への貞仔や廿甘築

場所への迷いが重責となっていた。【みえないものに対

する恐怖】は、勉強すればするほど自分の知識のなさを

実感し、埋灼と現実の中で葛藤が起こっていたとどえる J

【地域連携への不安】は、 l翡j業後は地域との連携が必

須であり、地域に認めてもらい事業を継続できるか、ま

た、そのための手段をどのようにすれば良いのか等、不

安がなくなるという事はなかったと苔える。

？）講義に対する息見

［満足な講義】、【溝義企画者への感謝］、［学習息欲の

高まり］は、財団が鉾々たる講帥陣を準価した巾か、刺

激的で祈鮮な講ぶ土なり、受講生の満足につなかったと

考える そのり詢足感がさらなる学習意欲を呼び起こした

と言っても過言ではない。看護帥菱成のカリキュラムに

は、起業や経営に関する講義はない。今回の講義は起業

をするため、経営・マネジメントにフォーカスした内容

であった事や他の研修では受講できない内容であり、受

講生の意欲を高め学習効呆へも影袢していた。同時に、

日ら学ぶ姿勢を確保することは、教育効果として重要で

ある。さらに受講生の満足感は、その講義を企画・運営

したl廿団の担当者へ感謝という気持ちに変化したとぢえ

る

【屈義の全休像が見えない不安】は、財団は試行錯誤

の中、第期牛たということを意識し講帥や講Jと内容を

選定していたと者える。全体のシラバスを）廿立し、概論

の後に谷論というスケジュールで展開したかったとらえ

る。しかし、講師の都合上、そのようなスケジュールを

組み立てにくい状況だった。そのため、受晶間始間に全

体像か見えない不安につながった。次年度以降は、概論

の後に各面をというスケジュールが無岬てあづても、誨

義や実習の仝1本像かわかるシラバスや裳綱かあると、小

安が解消されると考える。

【後期の講義への要望】は、様々な経験の受講生にとっ

て、起業のイメージも様々である。そのため、起業計画

がイメージできるより具体的な講義が望まれたと考え

る。起業時には請求業務や利用者との契約という病院勤

務では経験しない業務がある。それらの業務について受

講中に学ばなけれは、起業時に困ると予測していたC す

でに起業の斜験かある受訃1J りや在宅において管理者経験

のある受講生は、目分達の経験から具体的な講義でなけ

れば、起業のイメージはつかないと考えていた。

もう一）は、受講生同士がデイスカッションできる時間

を変堕していた。研修では 1 日90 分の講義が 3 コマあり、

喉き時間がないことが多かった。しかし、自ら学ぽうと

していた受講生達は、日分達を高めるために、有意義に

時間を活用したいと考えていた。

3) 17 名お互いの影評

【刺激し合える仲間】、【起業への決意】、［不安を附消

する秘訣】は、お打い知識や経験を尊重しつつ不安があ

• い

るように支え合う、仲間意識の謁まりがみられていたと

考える。受講生の経験や年齢、価値観や個性も多種多様

であったが、様々なメンバーが共に学ぶことは、互いの

モチベーションを高めるのに効果的だったと考える。す

でに在宅看護を経験している受講生は、起業への不安を

受溝生同士で廿有するごとや対策を提案し、不安を解梢

できるように文按したいと考えていた。プラス息詞の強

い受講生達が瓜まヮたと考えられる。

しかし、おいいの影評が常に良い関係を保つことは難

しい。【距離を置く仲間JtJ 係］からは、疲労やストレス

も生じており、仲間から肝離を置く一面もあり、自分を

コントロールしながら関係性を構築していた。

17 名お互いの影響として、【安心できる財団のサポー

ト体制］かカテゴリー化されたことに、違和感があるか

もしれない。しかし、第一期生にとって、 17 名の仲間と

同じくらい財団に対する思いが、このカテゴリーを生ん

だと考える。受講開始時、喜多鯉事長から「第一期生は、

同志である」とのお言葉をいただいた。つまり、この研

修を一緒にイ↑ りあげる熱いメッセージが言い渡されたぐ

今までにはない石設と起叢かコラボレーションした研修

プログラムと各種支援休訓を用意した財団に、受講生は

椙頼と誇りと安心感を得られていたと考える。

勝原ら 7) 0) り）I充ては、①起業へのイメージは一股石

護師もスペシャリストも、「リスクがある」、「難しい」

が上位であったか、ー）rr 能!"'I を感じる」、「やりがいかある J

などが続いた ？起策したいと同答したスペシャリスト

の日的は、「内門性の梵揮 が最も高かった。怠起業に

必要なことは、一般看設帥もスペシャリストも「経営知

識 I、「資金」、「アドバイザー」を上位に選んでいた。④

起巣に必要な支援制度としては、一般看護帥もスペシャ

リストも「祁業計画や会社設立に関する個別アドバイス」

を最上位に選んでいた等を明らかにしていた。

本研究においても、起業に関するリスクや難しさや不

安を感じている反面、自分が考える在宅看履の実践すな

わち「可能ヤI や「やりがい を求め、また、畠齢社会
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において石晶師が地域の健康を生活と医療の両方から支

え、［行護の専門甘を允揮する」ことを日指し研修受溝

を意息決定していた＼

受誨後の意識は起よに必要な講義企受けたことで、［起

業資金確保の不安】、【経営者としての重責】、【見えない

ものに対する恐怖】、【地域連携への不安】など現実的な

小安の高まりがあった 溝義内容は［満足な講義】、【講

jい介訓者への感謝］、［学習窺欲の勧まり】という意識の

変化かみられ、また、仲間の存在により［起倍への決心】、

【不安を舟r（ 消する秘訣l と，意識が変化し【安心できる財

団のサポート体制】は、起架に必要な支援制度であり、

今まてにはない看設と起業がコラボレーションした研修

プロクラムと各和fl 文援体制を用意した財団に、受講生は

ィn頼と誇りと安心感を料られていた

3. 本研究の限界と課題

木研究は、受請牛16 名の分析であり、受溝生である白

分辻が分析していること、研修プログラム全てを修了し

てからの意識ではないため、結果を一般化させるには限

界がある。しかし、次年度以降の受講生への支援体制に

ついて知見を認めた。今後は、次年度以降の研修0) 充実

と一期生が地域に貨献できているか、実績を潤査する必

安がある。

¥/JI. 結論

受講決定の要因には、研修に期待する要因とそれを妨

げる要因が抽出された。

研修に期待する要囚には、

1 . 日分が考える在む看護を実践し起業すること

2. 財団から各種支援制度があること

3. 高齢社会において看設帥が地域の健康を生活と医療

の両方から支え、看護の専 1111 件を発揮すること受溝を

幼げる要因には、

I. 辿職しなけれは受講できないこと

2. 退職するため収人を得られなくなること

3. 家放の則解が必要なことであった。

受講後の意識には、

1. 起業に対する不安として【起菜資金確保の不安】、【経

営者としての童責】、［見えないものに対する恐怖】、【地

域連携への不安] 4 つのカテゴリーが抽出された。

2. ~ 介

者への感謝】、【学習磨欲の高まり】、［溝義の全体i象か

見えない不安】、【後期の講義への要望】の 5 つのカテ

ゴリーが抽出された。

3. 17 名お札いの影響として【東lj 激し合える仲間】、【距

翡jf を置く仲間関係］、［起業への訣忍】、【不安を解泊す

•

カテゴリーが抽出された。
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